様式第一〔第３条〕
伝統的工芸品の指定の申出書
年　　月　　日　　　

経済産業大臣殿
住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
名称及び代表者の氏名　　　　　　　　　　

伝統的工芸品産業の振興に関する法律第２条第３項の規定により、下記の工芸品を伝統的工芸品として指定されるよう申し出ます。

記
１　申出に係る工芸品の概要

(1)　工芸品名

様式１－（１）のとおり。

(2)　用途

様式１－（２）のとおり。

(3)　製造工程

様式１－（３）のとおり。

(4)　製造技術又は技法

様式１－（４）のとおり。

(5)　使用されている原材料

様式１－（５）のとおり。

(6)　製造される地域並びに製造事業者数及び従事者数

様式１－（６）のとおり。

２　申出の理由

様式１－（７）のとおり。

３　総会又は総代会において指定の申出をすることを議決した日

様式１－（８）のとおり。

４　その他必要な事項（申出をする事業協同組合等の構成員である製造事業者の数を含む。）
様式１－（９）のとおり。

様式１－（１）工芸品名                                                               

	                                  　　　　　　　　　　 （                                  ）


	


（注）（　）内には、伝統的に産地で使用されている名称と一般的名称が異なる場合に、一般的名称を記入する。 
様式１－（２）用途                                                                

	
	


様式１－（３）製造工程                                                                      

	○ 製造工程図　（注）代表的な工程について記入する。

 〔例〕

                                                   ④
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	使用する道

具・機械名
	具体的作業の内容
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	主要工程


	使用する伝統的技術又は技法



	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


（注）１．工程は、原材料からの作業順に記入し、番号、工程名は工程図の番号、工程名を記入する。
２．「使用する道具・機械名」は、主要なものを記入し、特殊なものについては、別紙により説明する。
３．「具体的作業の内容」は、各工程における作業の内容が明確となるよう具体的に記入する。
４．「手作業性の有無」及び「主要工程」は、当工程に○印を記入する。
５．「使用する伝統的技術又は技法」は、様式１－（４）の番号を、使用する当該工程欄に記入する。

様式１－（４）製造技術又は技法                                                              

	番号


	技術又は技法

の名称
	技術又は技法の

確立された年代
	具体的な内容


	確立された後現在までの変

化の概要

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


（注）１．「技術又は技法の確立された年代」は、西暦で記入する。
２．「具体的な内容」は、技術又は技法の具体的内容で特に伝統性、手工性が明確となるように記入する。

様式１－（５）使用されている原材料                                                          

	名称


	主原料か副原料かの別


	使用され始

めた年代
	主要産地


	特徴・使用している理由等



	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


（注）１．「主原料」と「副原料」との区分は、その原料が製品の品質、持ち味等に重大な影響を及ぼすか否かによって区分する。 
２．「使用され始めた年代」は、西暦で記入する。

３．「主要産地」は、現在使用している原材料の主要な産地を記入する。 

４．「特徴・使用している理由等」は、工芸品製造の観点から見た特徴等や工芸品の品質、持ち味等の観点から見た当該原材料を使用する必要性等を記入する。

様式１－（６）製造される地域並びに製造事業者数及び従事者数                                  

	地　　域


	製 造 事 業 者 数
	従　事　者　数


	備　　　　考



	
	
	うち申出をする事業協同組合等の構成員である製造事業者の数
	
	

	     県     市

              　　　　　　町

            村


	
	
	
	

	  合　　計


	
	
	
	

	
	
	
	
	


（注）製造事業者が分業形態をとっている場合は、備考欄に分業部門ごとに内訳を記入する。

様式１－（７）申出の理由

	

	


（注）予定される振興事業の概要及び実施時期を併せて記入する。

様式１－（８）総会又は総代会において指定の申出をすることを議決した日 

                      年　　月　　日

様式１－（９）その他必要な事項

○当該地域における当該工芸品産業の概要

単位（金額：百万円）

	
	生産額又は出荷額
	

	　当該工芸品
	
	

	　全　製　品


	
	


（注）１．「生産額又は出荷額」は、最近１年間について記入する。
２．「当該工芸品」は、伝統的工芸品の指定を受けようとする工芸品について記入する。
３．「全製品」は、伝統的工芸品の指定を受けようとする工芸品以外の工芸品を含めたものについて記入する。

